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The response to treatment and regrowth on CT of cerebral malignant glioma.

Part 1: Response of tumors to radio-chemotherapy.
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t.は じめ に

C,Tm導.鋸こより軍票牧神経絡経に対する治療効梁齢
評価は比較的客観的に行われるよ射,こな-/rきたが遷j8汁確順/1号
治療後のC甘土の経轟像の推移をこついてヲ詳細をこ検討
した報告は多くなし､ノ亀川}30'嘗慧).略をこ悪性神経欝瞳におい
てほ放射線化学療法挺後からほとんど抗終演効果がない
例から争治療後私進行性に縮小効果が磯凌′妻る例など,治
療をこ対するプ離音便が様櫓であり4ノ5)格2日うき掛予治療効果を
論ずる頃合は治療痕後のみならず,その後竣3--度期間に
わたって注意深い観察が必饗である争
本稿ではァ放射線化学療法後の洗脳悪性神経鰐経を,
UFにより長期間にけわたり経過観察を行い,本隊脇の放
射線化学療法に対する反応態度と,啓発までの経線につ
いて棟ますを行った一

口.対象および方法
I.対象:107畔'.卜E㍉]㌻∴l州叫p:トトトと∵V~亨畑鳥ノ十､才′-
脳神経終紬こおいて入院治療を紺-｡た大脳汲m級が漁Sもic

辛/守し二_ヒ∵二p(1:,-('T∴い雄緋汗帖Tllo‖い＼＼--t】1日､半L
充分なざれた48例を対象とした中年齢は息2歳から72歳蓬

検にて厳格診断が得られている申
2. 治療内rbl'･ TL吊粧T●凍 言畑 畑 ._～.■:∴ 一日追い_叫
減圧術を汚しもゥ盟OGyを照射 した練に随感摘出術を行

い亨その後 確沿Gyの術後照射を施行Lた.術後照射と

廿里十二~し).l… 11_Y(･ill.∴lL､＼tl.～,in(i-両iW パこ'1-/]-∴ こ､

であった.

;I. (lTによる腫疫体積の計測: LT /減刑 掩軒∴ I.二＼Il

上上官 -詳し'1亘!1畑∴トー∴∴､…'､ll:＼Ⅰトl川)().(日.:ド(i(-)(I,

洩息油n.-2020をこよる CT像も含まれている書経脇の経
:T!LL重刷空言十-'_ハ)tltrこ山 Hlh<･ln(ttlIト し11.1J Ll'T∴ 二 ~'_
行われ,CT像における爆癌性病変のうち だ監病変の

こ川i1-it'畔 Ii宜 1.こ1(仙ill･jL_守,帖千十二_仁pH∴～..I∵rl.【i.し'l･二病

変職境界が不鮮明な場合などには,すでに報告した大慶山

-CTは初鐸j治療終了後から啓発を確認するまでに&,各員例

に対 し2転別離Iv-われ,その平均間隔期間は逢す逢±ま.3カ月

であった｡また Ursc粗rm豊できる畑や甑C級m角度を --

定にして行い95C級門角度の差をこけよる画像の相違が少な

且息3

くなるように務めた.
㌫監病変の体積の計漁掴ま予熱スライス蘭でのC監病
:i.:T宜宜′rr.T)什t'川-ll.I-il里L･いml州1げ:･_N-n:ir
い州牛㌦ii函i…･L､盲■ト∴i/I:,鳩(宜(i.TTl盲目･.'.･･吊_~∴h∴I.
各スライス面での面積U欄Bとスライス幅かth)体積を算出

面積を†掛---ス与イ洗面をこ複数の病変がある場合闘£各
病変郡部jを各スライで澱添fでのC潤病変が封面槍としたや
これらがう棋王病変の体積を,初期治療終了時のCTP像
を基準に｡その後の百分比率07)堰織の変化に表し予53数
E'再.EI'洋的ll畑~.糾.杏仁ノ-_.I/ill.I.:i..-1､7･..i:[:輿
なった塵機でのCFy像で棒機を比較する際には9㌢針--

互し潤藤橋の比率を求めて予に琵病変の面積を修正し比
較した書

I.川二病変の変化:拙至損小煩絡J一極LL■､亘畑押了∴し11･:-
病変の体積の変化は太別すると以下の3群に分けられ,
帝増太を示す時期と密接な関連があった申
第汲群:治療後事畢願から持続的な増太を示した評
･･FiLLr,I.11t･
第2群:治療後,---定期問は体積の変化が少なくテそ
銅線増大を示した群膵孟欝.話す結
第3群:治療後漸次縮小L,,経過*--謁0%は真二の体積
減少が認められた後をこ靭噌太を示Lた群(折畳済.議賢6上
策 且群は嶺8鰍率践例 抱冒%)あり,治療後望九月以内
に爾摘出した語例でも+50%以上の体鱗増太を示し,3
カ月以内には全例で明らかな増大を示した群である 膵等豆済･

変は残存Lなかったがや望.換れ月後に だ琵病変が蒋蛙主税

し その後急速に増太 Lプ∴

第2群は望3例 摘8%うありァ治療後の体積は…班裾か

ら+3転,qiと狭い範囲で変化 し予61;T画像上の変化も少な

し上㍗十二守工､ll.1iLr∴ト.

里:‡帖 1'17榊 ･∴う.:iO(.日い 1.上帝終 .3F一佃il＼早･r･｣項も㌫-_

は軽度の増太を示す例もあるが 膵塵済す郡,漸次体格の

縮 卜,J.∴言L､;t<'-臣 '∴(･L･:㌻riLr..rt.17甘 い11削 ･t;宮了

においては治療後 議か汚損翻 こ-30%以yWj体積の減少

率を認め予他職転倒私治療後4少7カ]摘 亘胤 9カ月蜜での

問に--30%最__喜この減少を認めた.なお同 一-スライス面の

CT画像を比較 した磯合においてもや′£緩こくと転--30%

の体積減少を示す例では,画像上でも明皇4Jかに経癌の縮
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11.=1

rト十確計上二･一_:.･･::∴巾揖二:･紅 ,i'･㌻､1-'iLr.I;王1い.吏∴二二

縮.トト守細目､最.‖鉦｣-＼l_.川､川jT言拾哨座コ.(巨至巨:･:

厳の最大減少率は-減%から-黒鉱 平均撒きも7%であっ
,.Jr･

i).川二病変の丙増大時期:上境終日な.]･細Li宜信 (.ll･'J

病変銅棒覇の増光がみられるようになっ甜時期は,第且
粧''､ナ目的上∴三二,ト半.EL汁･十1.ド?]lj凍て.打 た.1.悠粧1､2:i

甘∴き∴1日巨了LH軽十･.再増′L､十木上十-1例日十㌧2飾り∴-i

例が魂消カ月と比較的畢い時期に蒋増大を示したが,檎

t･一､1畔巨一言(<車jL的∴言叶f酢IJ}･.i,t･1"-1'l-~i∴平均Ii∴7--ト

竣∇･議カJM音と酸の望群とは鰐増大時期をこ明らかな服連を示

した平なおこれら各3群の各府の商機太時期には統計孝

和こも着意の差を認めた(p≪鞭.補遺)か

monthst_い,恒' tミH.i'､Il~川Ximuml:lttう.;うLnOnthL<(.(リ,三川(iinL･rt=-i-1ゴ(､､tl
･､xtいnS雨亘こIt1.I.1汁MHthト((ド.･lrttl.tht､thH･こ膵.t･.

:i.治療後早期の一時的なCT像の変化:頼:i3tl常時

後の最期をこわたる持続的なm宅病変の変化とは別に,

治療後の比較的早い時期をこ-時的なCT象の変化がみ

第3群の且7例中転倒(35%)の言出冒柳こおいては,第息

欝の早期からの,あるいは第望群や第3群の再発後払み
日工､持打巨∴Llト二虹技了､咋㌣･i､J･liLLr･さ卜:1"∴三雄･十こし･,

(lトl･晶i… ･･ltlh'tLILlrlitゝⅠ､l)什i川1;lrt什tht-､
tht､1-:岬.Yinllい;lti-tL",tl(17-･(川いljlllltq:Ii

ltゝsionsinL¶､こlド(-(it'.Yユこうto･;i(;(llltゝこ川

nthドニ1rtt､l･th..th什LrL!,.V･
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1<i､'し中 三It(工ii--1川tllJl･しいIlt-tげttltttl…･JlI-.Y.

1:i亡.さI＼'t-hlmtltlht.川il.i-.i=tlhl-LIl:,lt､t<i川1.i.･汗いIl
thtゝi,HtHrrtl目し-tti)tlth-IIllm()[･.rrht､＼,いhlm.L
Htlihi･Lll.二ll.トh)nト(･川Il川=t吊tいin(･r1､.･tド1-
ttt,nn･･川tl_Y.

れ,i-LI･liLr.T,L削..巨｢卜l∵証填t'-榊∴招.,:t‖こ▲∴l･(丹

rl巨＼斗｣11.;-)十1.1~')1jflt<:∴ 休的比了仁}~.L'-1㌔言さ∴一､十

は縮車しても変化は小さいか(第2群),藍糾ま太幅な縮

小を示した(第3群丸きざコをこC琵病変の増太闘半い,摘例

左二㌦∴工.;∴--範剖∴ 1川＼,Li州ぺi11･:.'I.4出哩上I∴判i_.､宮L

一時的なerT像の変化に伴い9神経症状の増悪がみ終)

れ弟.き二を-諾小畑､4%剤投与などの治療を必費とした.しかLな

がら)これらの--一時的な変化は李CT像…塵こも臨床的にも望

カ月以内には改善を示Lた｡

rr.考 察

畑Ji.神頼)tI叩巨･.llL'rrf恥ーい:言.LIll:軒上 t,I.､=けこIl

鼠とLて認められる113)蓑7㌧これらのなかで,治療効果

齢判定や啓発瞳脇齢診断などにほCF既病変の推移によっ

~･~∴二IL1.I:′■~:･.∴宮∴.L!い∴~.十_･日′.JL/('ト二情宣

の鉱がりが即†陸揚組織の鉱がりを示しwm るゝかどうか

は議論のあるところである.病理綴織学的所鼠とCT

像を比較利脛した検索によると轍鮒,m三病変は血管増

生の著しいV豆汲blcな瞳嬢組織を義していることはほぼ

陸湯の鉱がりは周囲の白質に広く浸潤Lていることが少



佐 藤 : 尤 脳 悪 性 神 経 燃 畔 の 治 療 後 U)反 応 と 再 発 腎 ;/こ 関 す る 研 究 ( 節 目 を担 う

既 が り を 論 ず る こ と は 問 題 が あ る が ヲ 少 な く と も 各 種 治

療 をこ 対 す る 膝 轟 の 反 応 性 や 変 化 を C 琵 病 変 か ら 推 讃若眉す

る こ と は 葡才能 と 考 え ら れ る .

み ら れ る 飯 屋監 性 の 血 管 新 生 や 字 あ る い は 放 射 線 壊 死 を 表

現 し て い る こ と も あ り 注 意 を 要 す る aSL 術 後 に 現 れ る

e潤 病 変 は , 術 後 望 週 間 前 後 に 現 れ る こ と が 多 く き 嶺 週

間 後 に は 約 半 数 が 消 失 し , 3 カ 月 後 に は ほ と ん ど 滑 退 ず

る と 云 わ れ て い る 799). 窓 た 放 射 線 壊 死 に よ る C 託 病 変

も 治 療 後 且 年 前 後 か ら 3 鞍 ぐ ら い の 問 に 現 れ る こ と が 多

い 慧)18)233. 今 回 対 象 と L,た 嶺8例 は , 術 後 約 五 か きヨの 初 期

治 療 終 了 時 の C 琵 病 変 を 基 準 と し て お り , ほ と ん ど の

症 例 が ま 年 以 内 に C E 病 変 は 変 化 し て い る こ と か ら ,

本 稿 で の C 琵 病 変 は 術 後 の 反 応 性 組 織 や 放 射 線 壊 死 を

表 現 し て い る 可 能 性 は 少 な い と 考 え ら れ る 什

ま た 奪 回 ヲ C E 病 変 の 体 積 は CjT 像 か ら そ の 面 積 を

測 定 す る こ と をこ よ り 算 出 し た が や こ の 算 出 方 法 は こ れ ま

で に も 鍾 轟 や 血 腫 , 脳 室 な ど の 体 積 を C T に て 計 測 す

る こ と が 試 み ら れ 15)2望,127130), 窯 測 と の 誤 差 は 3 % か ら

5 % と さ れ て い る も の の 15)27㌧ 計 測 方 法 に よ っ て も 値

が か な り 違 っ て く る こ と を 念 頭 に お く 必 要 が あ る BDJ.

法 で あ れ ば , C T に よ り 計 測 す る 体 積 の 絶 対 値 に 一 定 の

誤 差 が あ る と も 了 こ も , そ の 相 対 的 比 率 に お け る 誤 差 は 少

な も ､と 考 え ら れ て い る .3g).

放 射 線 化 学 療 法 に よ る 悪 性 神 経 将 臆 に 尉 す る 抗 腫 慶 効

果 は - 様 で は な い . 近 年 C T に よ る Yo･uow -up に て 治

療 後 の 検 討 も 多 く 緒 瞥 き れ る よ う に な -Jて き た 湧け 16)8)漫O)

i慧)玉冒)望畑 こ れ ら の 報 祭 で 概 ね 共 通 L て い る こ と は チ 治

療 嬢 の 経 癌 の 変 化 は 予 まう 抗 提 癌 効 果 が な く 畢 期 か 琶〕臆

轟 の 増 大 が み ら れ る 鰐 予 望う 陵 癌 増 大 の 抑 制 が …-･憲 の 期

間 あ り 汁 そ の 後 荷 増 大 す る 群 , 那 治 療 後 も 臆 慶 縮 小 が

進 行 し そ の 後 増 大 す る 群 の 3 群 に 大 別 が 可 能 で あ る こ

と で あ り , 著 者 の 分 析 と ほ ぼ ---致 L て い る . し か し な が

ぢ)こ れ ら の 報 告 の 多 く は , C T の 観 察 は 画 像 の 更 え三げ で

な さ れ 経 略 的 な 経 嬢 の 勝 機 の 変 化 か ら 分 析 し て い な い

こ と か ら , 革 帯 齢 人 数 分 布 U)捉 え か た が 著 者 の 結 果 と は

多 少 輿 に し て い る . す な 打 ち 著 者 が 指 摘 し た 窮 1 群 の 陵

明 確 で な い こ と や 4)10) , 約 諾 群 に 含 窯 れ る と 思 わ れ る 軽

度 縮 小 例 と 第 3 群 の 著 明 縮 小 鰍 ヒ が -接 し て 扱 わ れ て い

る こ と か ら 5 )遷0 ㌧ 著 者 の 結 果 と 厳 密 に は 対 照 で き な い 蘭

ヰ ∴ i:､ ･こ,.

u ?

- 方 ヲ こ れ 護 で の 報 告 で も C rr 画 像 上 の 変 化 か ら 明

確 に 指 摘 さ れ 著 者 の 検 討 で 明 宗 一) か に な - ｡ た , 治 療 後 漸

次 縮 車 す る 膝 碗 釣 存 童 三 は , 初 期 治 療 U ) 効 殿 判 定 を い つ 行

う か と い う 間 願 と 深 引 謂 わ っ て く る . こ う し た 治 療 終 了

座 ∴ 再 帖 梱 i日 ､ し 'L､ ∴ ∴ .l LL 上 世 享 ∴ ヒ '' Ll 紬 ･l 十 . t､( i '､ il llL ､(､ 了

(.浬 町 野 も い ご:. .ト : L 工 .ミ' " l tTl l い T･し､LT r (-さ さ i 川 了 = 丁 ;･ 人 J ti :写

れ 学 窓 後 神 経 欝 陸 をこ お い て は , 旦 望 / 3 9 例 ほ 0 % ) 増 :･テ 6 / 3 0

軌 ･L'() い い l二㌦ iZ l 畔 l上 目 O " l l T: . ;～ 1 飾 り ほ い O o l (" ･ミ__

稗 貫 さ れ て お り , 著 者 U ) 結 果 か ら も 合 せ て , 概 ね m - - 3 0

% の 症 例 に 出 現 す る と 考 え 較 凍 る . ま た 縮 小 効 果 鮒 謹 _i 磯

す る 時 期 も 苧 治 療 後 且 ヶ 5 カ 月 か ら 9 カ 月 と 幅 が あ る が 撃 検

査 の 間 隔 や 観 察 顧 問 の 欄 逮 か ら か 亨 厳 太 効 果 が 認 め ら れ

る 時 期 や 持 続 期 間 な ど , こ れ ら 錯 雑 嘗 nで は 明 ら か で な い ,

著 者 の 結 果 か ら は 治 療 後 3 カ 月 か ら 1 0 カ 月 前 後 の 閑 の 比

較 的 最 期 陀 覇 に わ た り 持 続 す る と 考 え ら れ る . 腫 轟 の 縮 小

ら の 織 野 O ) で は 他 の 悪 性 経 轟 鮎 含 め た 頭 蓋 内 藤 脇 で は

平 均 - 7 0 % の 減 少 率 と し て あ を主 著 者 の 結 果 と 近 似 し て

い ノ㍉

悪 性 神 経 謬 経 に 対 す る 放 射 線 療 法 の 作 j q 3 機 序 は 主 と L

血 管 壁 に 対 す る 障 害 と そ れ に 続 く 凝 固 腐 死 で あ る と さ れ

て い る 3 盲 j ･ さ 闘 こ 放 射 線 治 療 後 の 撞 煽 酬 謂 据 膳 艇 織 に

お け る 組 織 学 的 特 徴 と し て は き 治 療 後 3 カ 月 蓬 で は 壊 死

緋 純 .ト し こ ＼∴ 子 ･ / l ･皿 情 再 ìq･k ･･卜 ､, Il l .･1 (て い 再 1 こ I E:･t l ､ ' ､ 増 加 酢 iL主

細 胞 の m i 摘 S 豆 S の 減 少 や 血 管 噌 生 の 低 下 な ど が あ げ ら

れ て い る 灘 ) 抄 ま た 寛 解 時 期 に お い て は , 壊 死 線 も 織 の 増

軒 ∴ 侶 目̀ 早 ji : し ｢ ミ目 上 ' L､ 仙 ∴ 恒 1 - げ t -h r 日 日 1 こ I l i ( ･ r … t l i ＼ -t ､

挽紙 m e y 陳 の 増 加 が あ げ ら れ て い る 3 ㌧ こ れ ら の 特 徴 か

∴ さて′亜 麻 '､ 陣 場 し '､ 縮 小 ∴ i-. Il l i l り t i (, 両 ト 'リ 頼 ,＼ ∴ TrLま. : i

生 長 の 低 F や , 東 関 壊 死 産 も 織 に 対 す る m a e T O P h 絶 搭 載き ゃ

汲離 r o c y 息 をさ の 廓 渚 作 用 が 大 き く 関 賢 一 し , 治 療 に 感 覚 性 を

示 す 藤 痛 で は 治 療 後 も こ う L た 作 用 が 進 行 し て い る も m

と 思 わ れ る d さ ら に 治 療 後 遅 発 性 に 縮 小 効 果 を 示 す 観 象

に 関 し て は 汚 脳 に お い て は 他 の 臓 器 よ り も 治 療 後 の m O 悶 -

via b l e L u m o r の 吸 収 が 遅 い と い う 特 殊 fy 盲 ' 鮎 加 味 さ

れ て い る 転 の と 思 わ れ る .

以 上 審 研 究 か 綻 j 予 審 経 轟 に 対 せ る 初 期 治 療 に よ る 効 果

は - 様 で な い こ と と , 澄 た そ れ が 啓 発 時 期 と 深 い 関 連 性

が あ る こ と が 示 さ れ た . ま た 遅 発 効 果 の 存 在 は , 初 期 治

療 の 成 績 が 効 果 判 定 を 行 う 時 期 に よ - , て 異 な る 可 能 性 を

生 じ , 酎 こ 維 持 療 法 確 つ 再 治 療 の 評 価 を 行 う 時 に お い て 私

憤 盛 に 行 う 必 要 性 も あ る こ と が 示 さ れ た ｡

悪 性 神 経 謬 膝 の 治 療 後 の C T 橡 の 変 化 に は テ 畏 土 の



且息8 畑畑▲､∴㍉二組1詰 早 川ul:/､ト 圭.]'r: 眉帖訂jJ㌢ぎ

ような獲脇白棒の消桑を示す凝期にわたる変化以外に,

無頼帖て潮こ座(l~守 粧 ~∴ 車主11陣i･上 潮 i∴ ユーili.IE.ミ

紺に浮腫性変化が強くなることが知6-°か〟6)鷲)2811.だ鋭㌻極

右1;I.H､lト､圧l'･巨 ..レ:･∴ 已l･lll-I,I..L油い(吊:i.ut(iい='ハt仁

と表鋭さ身頂ている｡著者の結果で転 治療後平均1.5±且鳥

根の緒環賢で転機太時期は治療後6遇か琶)且0遇をこみぢ′)れノ号

増大転--時的であるとされている235329).きざ)に m重病

二:i∵､卑上し∵l圭.い いt､rit川･1,11い＼＼r品､=ト日.YI.Ll早告ぎ,∴∵･

がステロイド剤投与にて改善がみどJれることは苧壷藩敷なる

軋追使U")浮腫だげではなく,擬症性の浮腫も加味されて

いることが示唆きれる中

管----時的な腫痴孤機太が観察されており,照藤か練IL農-5

渦線では血管周囲にリン,/ミ球の浸潤が確認されている望畑

ヒトの培換脳での検索邑;類)でも,放射線治療後息謁遇で死

亡した例では!照射野内の正常脳の戯管周囲に擬症性細

胞の浸潤と､なか闘£それらの細胞による血管内の e扉-

i瓶雷や燭釦の脱髄厳など獲3観察されている,これFjuう

太をおこす擁序として, 放射線による壊死過程が進む

㌔.･L''.?.~r~il心し･いT･川】uL･tL<吉▲甘-̀1_･､ニト.:__I:i-∴守i∴中上.こ

縫二をおこLy血管壁の透過性の障害に至るからであると私

Lたが-3て治療後営力月前後で鵜権藤の噌太は必ずし

も啓発を示すものではないことよりサ啓発時の変化と鑑

別ずる必費がある正著者釣結果かど)すればテこう盲〆た畢

t甘t､､叫 的:L:二旦＼圧 しT･liLr.7..削 ∴ 巧'::t藻 'ヾ工p...勲＼守妄i

病変の体格増加魁キ5窃男表′最妻薫の軽度増大であることなど

か軽)声その後の注意深い観察をこより鑑別は種舷と思われ

･:,.

また第2群と第3群の問で啓発時期に大きく叢がある

ことは,啓発時期を畢期に予測することが吋能であるこ

では治療後3カ月以内をこ-30%以上の体積減少があ巧き

し11r像ハ ト∵:i､町､l十人:.な圧を′トし一･｢,十 工 .i_lj-.hZ､､Lll'iLr.

覇級払う亨これらの例では再発時期が遅いことが期待でき

る甲逆に治療後3カ月の時点で体格減少があっても-30

%以内で 仁汀 像の変化も少ない例汐すなわち第望群の2

3例と第3群の6例の計29例のうち,治療後摘.5カ馴 こ

蒋発した 且例を除く第2群の望語例 (76%)では,平均約

3丸田嬢に再発が予想され 早期に再治療などの対策が

必要と考えられた血

1㌦ 結 語

卜 I､鮎 :川･･l匪lトHtLLt-.,11i川1日 :Lt1-日t,仙卜it川11‥1･冊隼∴･･

靴 病変の終格変化からヤ治療の瞳轟抑制効果と再発時

十∴吊車吊丁十､.叶‖了 LJ∴紺ト バイ畑 lTL一一､:.墨L,臣 : I

定期間は休機がほとんど変化せず,その後急速をこ増大す

る群 は詣鍬 穏雛結 第3群 :漸鰍体積が縮小を示 首JtJd

甘 】車1里､:all.]∴卜肯 17甘 ..r,い1､､･El､湖 上∴寸fi十ト=1甘

~∵てこ. I.

3年 治療後 u既病変綱 を既約に蒋増太を開鰍斬る時期

潤 発時期)は各3群問で明らかな相連を示し 摘･≪臥僻見うず

に対する感受性は綴轟によ-了こ太きい叢があり,啓発時

期と密接な粥連があることが示されたかまた第望群と第

語群の啓発時掛 こ大きい叢があることから,啓発時期の

洩☆ 第3群翻遅発性の体燐縮小効果 (遅発効果/)を示し

た例では㌢戯太効果が認められた時瓢 ま,治療後平均6A

阜170日二才 十･十'-日刊 -ti.A-)O(,･L -∴…辛,t療座.･卜F].1日(L､

内に3晒 損 じの棒鱗減少率を認め漂二鞍したがって,初期

治療の成績は効凝判定を行う時掛 こよって鼎なる可能性

があり声窯た,維掩療法や再治療の評価は遅発効厳を忠

雄∴巨 ､{･ll..も車∴f/-i･1･L::'il聖か.巨:,.

PT,一 里ゴ打ト'111桝 i･-180.,L･.,Tl;'用い1､(‖叫 ∴1:-'畑 ∴1.:･71,I

悼凍眉!ji･‥1.;I,i-11卜丹 後1∴ 1号[桝 Ll,棉&i-坪沃 L二lH

十100目性 ノ̀:･jトと'Lt＼Jl∴.畑 ∵ト.直射､巨､増大様式 i二言町∴

しており†啓発経癌との鑑別が必要である島
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